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る
の
み
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
の
一
部
・

ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
収
容
所

愛
知
県

森

武

雄

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
月
二
十
三
日
、
愛
知
県
一

宮
市
に
て
生
ま
れ
る
。

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
十
二
月
、
早
稲
田
大
学
商

学
部
仮
卒
業
。

現
在
無
職
。
長
男
夫
婦
、
孫
三
人
と
妻
の
七
人
家
族
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
、
学
徒
動
員
で
現
役
兵
と
し
て
兵

庫
県
加
古
川
の
戦
車
隊
（
大
阪
師
団
）
に
入
隊
。

そ
の
後
、
経
理
部
幹
部
候
補
生
に
合
格
。
昭
和
十
九
年

五
月
新
京
経
理
学
校
へ
入
学
、
同
年
十
月
卒
業
、
見
習
士

官
と
な
り
新
京
（
長
春
）
貨
物
廠
に
配
属
さ
れ
る
（
満
州

第
一
九
部
隊
）。

兵
科
部
隊
で
な
か
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
軍
属
と
満
人

労
働
者
で
軍
人
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
他
部
隊
の
構
成
・
装
備
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
は
不

明
。
貨
物
廠
の
被
服
・
食
糧
な
ど
の
在
庫
は
昭
和
二
十
年

に
入
る
と
半
減
し
た
（
南
方
戦
線
へ
）。
特
に
主
食
の
米

の
不
足
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
年

五
月
頃
は
、
大
豆
、
高
粱

コーリャン
な
ど
の
農
作
物
の
調
達
は
比

較
的
順
調
で
あ
っ
た
。

ソ
連
侵
攻
は
、
情
報
と
し
て
は
直
ち
に
全
員
に
知
ら
さ

れ
た
が
、
戦
闘
部
隊
で
は
な
か
っ
た
の
で
部
隊
の
編
成
・

配
置
替
え
な
ど
は
終
戦
日
ま
で
な
く
、
侵
攻
へ
の
対
応
、

戦
闘
は
一
切
な
か
っ
た
。

終
戦
の
詔
勅
は
全
員
（
軍
人
、
軍
属
の
み
）
営
庭
に
集

合
整
列
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
い
た
。
部
隊
長
の
訓
辞
な

ど
聞
い
た
が
全
く
記
憶
に
な
い
。
相
当
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
が
、
七
月
に
な
っ
て
か
ら
敗
戦

必
至
の
情
報
を
知
っ
て
い
た
の
で
大
し
た
混
乱
は
な
か
っ

た
。
満
人
、
朝
鮮
人
に
よ
る
貨
物
廠
内
の
物
資
の
盗
難
事

件
（
小
規
模
の
も
の
）
は
あ
っ
た
が
、
大
事
件
は
な
か
っ

た
。
ソ
連
軍
の
進
駐
も
な
く
、
平
穏
無
事
で
命
令
が
出
る
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ま
で
軍
人
は
営
内
居
住
で
勤
務
し
て
い
た
。

敗
戦
で
我
々
の
部
隊
は
現
地
解
散
も
せ
ず
、
一
カ
月
位

は
日
本
人
が
管
理
業
務
を
し
て
い
た
と
思
う
。
貨
物
廠
で

あ
り
、
若
干
の
武
器
は
あ
っ
た
が
ソ
連
軍
の
武
装
解
除
は

な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
三
日
、
ソ
連
軍
よ
り
命
令
さ
れ

南
新
京
に
あ
る
学
校
へ
移
動
集
合
し
た
。
付
近
一
帯
に
は

日
本
軍
部
隊
が
五
、
六
千
人
位
集
合
し
て
い
た
。
い
よ
い

よ
軍
の
指
揮
下
に
入
り
武
装
解
除
を
受
け
、
こ
こ
で
新
京

貨
物
廠
の
部
隊
は
事
実
上
解
散
し
た
。

同
年
八
月
二
十
五
日
頃
、
作
業
大
隊
第
九
・
第
一
三
大

隊
約
三
千
人
位
が
編
成
さ
れ
、
私
は
大
隊
付
主
計
将
校
と

し
て
赴
任
せ
よ
と
の
命
を
受
け
、
全
く
知
ら
な
い
部
隊
と

満
軍
の
軍
官
学
校
の
生
徒
（
十
六
歳
か
ら
十
七
歳
位
の
少

年
二
百
五
十
人
位
）
と
召
集
兵
ば
か
り
の
寄
せ
集
め
部
隊

と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
占
領
下
の
新
京
は

比
較
的
治
安
は
よ
く
、
戦
闘
、
大
き
な
暴
動
な
ど
は
な

か
っ
た
。
ソ
連
軍
、
朝
鮮
人
の
暴
行
略
奪
は
ひ
ど
く
、
日

本
の
民
間
人
の
被
害
は
か
な
り
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
だ
が
大

事
件
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

武
装
解
除
は
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
整
然
と
行
わ
れ
、
何
も

問
題
は
な
か
っ
た
。
八
月
末
日
、
作
業
大
隊
の
編
成
が
終

わ
っ
た
の
で
い
よ
い
よ
作
業
の
た
め
出
発
準
備
で
忙
し
い

時
で
、
私
達
の
大
隊
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
何
の
作
業
を

す
る
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
な

毎
日
で
あ
っ
た
。
九
月
上
旬
、
私
は
ソ
連
軍
か
ら
次
の
よ

う
な
命
令
を
受
け
た
。「
大
隊
は
作
業
に
出
発
す
る
か
ら

三
カ
月
分
の
食
糧
を
準
備
せ
よ
」
と
。
私
は
早
速
新
京
貨

物
廠
に
出
向
い
て
食
糧
の
交
渉
を
し
た
が
、
時
既
に
遅

く
、
主
食
の
米
麦
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
豆
と
高
粱
、
粟

が
少
し
、
調
味
料
は
塩
の
み
で
味
噌
醬
油
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
こ
の
食
糧
状
況
が
シ
ベ
リ
ア
に
入
っ
て
か
ら
私
達
の

部
隊
の
悲
劇
を
生
む
原
因
と
な
っ
た
。

九
月
十
日
頃
新
京
を
出
発
。
私
達
兵
隊
仲
間
の
噂
で

は
、
食
糧
を
三
カ
月
分
持
っ
て
行
く
の
で
長
い
間
シ
ベ
リ

ア
で
作
業
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
強
制
労
働
を
何
年

間
も
さ
せ
ら
れ
る
と
は
、
一
抹
の
不
安
は
抱
い
て
い
た
が

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
ソ
連
軍
の
将
校
で
「
シ
ベ
リ
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ア
鉄
道
の
修
理
工
事
を
し
な
が
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か

ら
東
京
ダ
モ
イ
だ
」
と
全
く
で
た
ら
め
を
言
う
者
も
い

た
。
そ
ん
な
こ
と
を
私
達
は
誰
も
信
用
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
心
の
中
で
は
願
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

窓
の
な
い
薄
暗
い
貨
物
車
に
積
み
込
ま
れ
た
兵
隊
は
、

横
に
な
っ
て
眠
れ
な
い
位
狭
い
場
所
で
重
な
っ
て
寝
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
、
も
ち
ろ
ん
ト
イ
レ
の
設
備
は
な

く
、
バ
ケ
ツ
を
持
ち
込
ん
で
い
た
の
で
適
宜
に
利
用
し
な

が
ら
北
へ
北
へ
と
列
車
の
旅
を
続
け
る
の
だ
が
、
悪
臭
が

ひ
ど
く
不
潔
極
ま
り
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
列
車
は
所
々

で
停
車
（
駅
や
畑
の
中
）
し
な
が
ら
進
ん
だ
。
停
車
中
に

用
便
を
し
た
り
、
飯
盒
な
ど
で
食
事
を
作
っ
た
り
し
な
が

ら
、
所
に
よ
っ
て
は
饅
頭
な
ど
を
満
人
が
売
り
に
く
る
風

景
も
あ
っ
た
。
ま
だ
日
銀
券
が
一
部
通
用
し
て
い
た
が
、

そ
の
価
値
は
饅
頭
一
個
百
円
と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
そ
の

頃
か
ら
ソ
連
兵
の
監
視
が
厳
重
に
な
り
、
自
動
小
銃
を

持
っ
た
兵
隊
が
私
達
の
自
由
を
奪
っ
た
。
そ
ん
な
状
態
の

中
で
思
っ
た
こ
と
は
、
抑
留
者
と
い
う
意
識
で
は
な
く

「
捕
虜
」
で
あ
っ
た
。
敗
戦
国
の
兵
隊
の
悲
哀
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。
話
題
は
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
連
れ
て
行
か
れ

る
の
か
、
我
々
の
運
命
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
で
、
不

安
で
頭
が
狂
い
そ
う
で
あ
っ
た
。

一
週
間
位
か
か
っ
て
黒
河
へ
到
着
。
ア
ム
ー
ル
河
を

渡
っ
て
ソ
連
領
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
へ
到
着
。
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
出
発
し
た
が
、
夜
中
に
駅
を
出
た
の

で
果
た
し
て
汽
車
は
西
を
向
い
て
走
っ
て
い
る
の
か
東
へ

向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
の
か
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ソ

連
側
か
ら
正
式
に
何
の
通
告
も
な
く
、
ソ
連
の
警
備
兵
に

聞
く
と
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
は
ウ
ラ
ジ
オ
か
ら
東
京
ダ
モ
イ

だ
」
と
言
う
の
が
い
た
。
列
車
の
走
る
レ
ー
ル
の
音
を
聞

き
な
が
ら
不
安
で
眠
れ
ず
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
。
長
か
っ

た
夜
が
明
け
て
太
陽
が
列
車
の
後
方
か
ら
昇
っ
て
く
る
の

を
知
っ
て
、
私
達
は
悲
嘆
の
ど
ん
底
に
落
と
さ
れ
た
。
ソ

連
側
か
ら
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
切
秘
密
で
何
も
知

ら
れ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
は
内
心
覚
悟
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
一
縷
の
望
み
を
断
た
れ
て
、
こ
の

先
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で
気
が
狂
い
そ
う
で
あ
っ

た
。
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チ
ェ
ル
ヌ
イ
シ
ェ
フ
ス
ク
で
シ
ベ
リ
ア
本
線
と
分
か
れ

て
北
へ
六
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
っ
て
炭
坑
の
街
ブ
カ

チ
ャ
ー
チ
ャ
（
チ
タ
州
）
に
十
月
五
日
に
着
い
た
。
現
在

は
炭
坑
が
さ
び
れ
た
の
で
人
口
が
八
千
人
位
（
当
時
人
口

一
万
四
千
人
位
）
と
減
少
し
た
が
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
か

ら
流
刑
地
と
し
て
有
名
な
所
で
あ
る
。
支
線
終
点
の
小
さ

な
田
舎
村
で
、
新
京
を
出
発
し
て
か
ら
約
一
カ
月
も
か

か
っ
た
長
旅
で
あ
る
。

私
達
の
作
業
大
隊
の
入
っ
た
ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容
所
）
は

駅
か
ら
歩
い
て
十
五
分
か
ら
二
十
分
位
の
近
い
場
所
に

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ラ
ー
ゲ
ル
は
倉
庫
に
使
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
木
造
の
バ
ラ
ッ
ク
が
四
、
五
棟
あ
っ
た
だ

け
で
、
全
員
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
部
屋
分
外
に

テ
ン
ト
を
張
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
十
月
は
夜
の
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
二

〇
度
ま
で
下
が
る
こ
と
も
あ
り
寒
く
て
眠
れ
な
い
。
最
初

か
ら
最
悪
の
環
境
で
あ
っ
た
。
目
前
に
冬
将
軍
が
迫
っ
て

い
た
の
で
宿
舎
の
建
設
は
総
力
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
。
便

所
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
宿
舎

か
ら
五
、
六
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に
板
囲
い
で
、
土

を
掘
っ
た
穴
の
上
に
二
枚
の
板
を
渡
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
冬
に
な
っ
て
糞
が
凍
る
よ
う
に
な
る
と
取
り
除
か
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
ま
た
大
変
厄
介
な
仕
事
で

あ
っ
た
。
鉄
の
棒
で
壊
し
て
運
ん
だ
も
の
だ
。

私
は
、
昭
和
二
十
年
ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
第
一
分
所
に

入
っ
た
ま
ま
で
昭
和
二
十
二
年
九
月
、
帰
国
す
べ
く
ナ
ホ

ト
カ
に
行
く
ま
で
他
の
収
容
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
他
地
区
の
ラ
ー
ゲ
ル
の
こ
と
は
全
く
知
ら

な
か
っ
た
。
ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
に
着
い
た
時
寝
る
場
所
も

な
か
っ
た
が
、
幸
い
工
兵
隊
が
一
個
中
隊
お
っ
た
の
で
建

物
の
修
理
、
増
築
は
手
際
よ
く
、
約
一
カ
月
位
で
ペ
ー
チ

カ
の
暖
房
設
備
、
宿
舎
外
栅
、
監
視
所
門
な
ど
が
完
成

し
、
一
応
ラ
ー
ゲ
ル
ら
し
い
も
の
が
で
き
上
が
っ
て
、
夜

寝
る
所
を
確
保
し
て
ホ
ッ
と
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
の
冬
は
早
く
、
想
像
以
上
に
き
び
し
く
、
夜

は
零
下
三
〇
度
に
下
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
風
呂
な
ど
な
く
入
浴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
昭
和
二

十
一
年
夏
に
蒸
気
風
呂
が
で
き
た
）。
ラ
ー
ゲ
ル
に
入
る
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と
同
時
に
虱
が
発
生
し
、
三
週
間
位
で
全
員
に
広
が
っ

た
。
衣
服
の
消
毒
を
な
す
術
も
な
く
、
暇
を
み
て
爪
で
つ

ぶ
す
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
入
所
一
カ
月
位
で
発
疹
チ
フ

ス
が
大
流
行
し
死
亡
す
る
者
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
気
に
な
り
作
業
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
は
女
医
の
身

体
検
査
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
裸
に
な
り
肉
付
き
を
見
る

だ
け
、
特
に
尻
の
肉
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ソ
連
軍
の
女
医
が
一
人
、
日
本
軍
の
軍
医
二
人

な
ど
で
医
務
室
、
病
院
の
設
備
を
造
っ
た
が
、
医
療
器
具

や
薬
品
は
皆
無
で
、
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
ソ
連
側
に
は
何
度
も
交
渉
し
た
が
全
く
誠
意
が

な
か
っ
た
。
十
二
月
に
入
る
と
気
温
が
零
下
四
〇
度
ま
で

下
が
る
。
厳
冬
期
に
な
る
と
病
人
は
更
に
増
加
し
て
い
っ

た
。
発
疹
チ
フ
ス
、
下
痢
が
や
が
て
栄
養
失
調
と
な
り
死

亡
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
続
出
す
る
病
人
で
病
室
に
収

容
す
る
こ
と
も
で
き
ず
宿
舎
に
寝
か
せ
て
お
く
だ
け
。
薬

も
な
く
、
更
に
悪
い
こ
と
に
は
食
べ
さ
せ
る
病
人
食
も
な

く
、
死
を
待
つ
だ
け
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

劣
悪
な
生
活
環
境
、
酷
寒
の
中
で
炭
坑
、
森
林
の
伐
採

な
ど
の
強
制
労
働
で
次
第
に
日
本
人
の
体
力
は
衰
え
て

い
っ
た
。
ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
地
区
の
収
容
所
（
正
式
に
は

チ
タ
地
域
第
二
三
収
容
所
第
一
、
第
二
分
所
）
に
収
容
さ

れ
た
日
本
人
は
約
三
千
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

で
生
き
て
帰
れ
た
人
は
千
四
百
余
人
で
、
残
り
は
死
亡
し

た
の
で
あ
る
。
ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
村
に
は
日
本
人
墓
地
が

四
カ
所
、
第
一
分
所
の
第
一
墓
地
に
は
五
百
余
人
が
眠
っ

て
い
る
。
そ
の
他
二
カ
所
の
墓
地
は
残
念
な
が
ら
不
明
で

あ
る
。
第
一
分
所
は
昭
和
二
十
一
年
の
春
、
収
容
所
の
建

物
の
一
部
が
突
然
崩
壊
し
て
十
三
人
が
非
業
の
最
期
を
遂

げ
た
。
私
が
い
た
第
二
分
所
の
南
側
に
広
い
丘
（
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
×
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
真
ん
中
に
一
五
メ
ー

ト
ル
位
の
大
き
い
赤
松
が
一
本
立
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
私

達
は
一
本
松
墓
地
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
一
本
松

墓
地
に
は
八
百
五
十
人
余
り
が
眠
っ
て
い
る
。
特
に
ひ
ど

か
っ
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
一
月
頃
か
ら
三
月
ま
で
の
厳

寒
期
で
あ
っ
た
。
最
も
多
い
日
に
は
二
十
七
人
も
死
亡
者

を
葬
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ラ
ー
ゲ
ル
の
門
が
本
部
事
務
所

の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
が
、
毎
朝
、
衣
服
を
は
ぎ
取
ら
れ
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裸
で
凍
ら
せ
た
骨
と
皮
に
な
っ
た
死
体
に
ム
シ
ロ
が
か
け

ら
れ
、
荷
車
で
コ
ト
コ
ト
と
音
を
残
し
て
門
を
出
て
い
く

む
ご
い
光
景
は
正
に
地
獄
絵
を
見
る
よ
う
で
、
と
て
も
こ

の
世
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
心
の
中
で
手
を
合
わ
せ
て

見
送
っ
た
こ
と
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
本
松
墓
地
に
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
の
一
つ
が

あ
る
。
死
ん
だ
仲
間
の
墓
穴
を
掘
ろ
う
に
も
、
凍
土
は
ス

コ
ッ
プ
で
は
硬
く
て
歯
が
立
た
な
い
。
飢
え
と
重
労
働
で

疲
労
の
積
も
っ
た
元
気
の
な
い
者
ば
か
り
で
、
穴
掘
り
の

使
役
に
出
る
者
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
た
の
は
、
夜

間
石
炭
を
燃
や
し
て
地
面
を
解
か
し
、
翌
朝
や
っ
と
掘
っ

た
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
穴
に
亡
骸
を
置
い
た
の
で

す
。
そ
の
石
炭
を
燃
や
す
炎
が
毎
晩
、
凍
り
つ
い
た
シ
ベ

リ
ア
の
夜
空
に
ユ
ラ
ユ
ラ
と
揺
れ
て
い
た
光
景
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
明
日
は
我
が
身
か
と
思
う
と
や
る
せ
な
い
寂
し

さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

炭
坑
の
中
に
入
っ
て
石
炭
を
掘
る
作
業
、
こ
れ
に
は
最

も
身
体
の
丈
夫
で
健
康
な
者
が
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
割
当
人
数
不
足
の
場
合
は
軽
い
病
人
で
も
か
り

出
さ
れ
た
。
八
時
間
作
業
・
三
交
代
で
行
わ
れ
た
。
炭
坑

の
外
で
石
炭
を
貨
車
に
積
み
込
む
作
業
、
こ
れ
は
主
に
少

年
の
満
軍
の
候
補
生
が
従
事
し
た
。

森
林
の
伐
採
作
業
は
冬
期
気
温
が
零
下
三
〇
度
以
下
に

な
る
と
作
業
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
ん

な
命
令
は
全
く
無
視
さ
れ
た
。
従
っ
て
伐
採
作
業
が
一
番

き
つ
か
っ
た
と
思
う
。
毎
日
の
ノ
ル
マ
は
決
め
ら
れ
て
い

た
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ノ
ル
マ
が
達
成
さ
れ

て
い
な
い
と
作
業
が
時
間
延
長
さ
れ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
農
作
業
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
中
旬

と
な
る
と
シ
ベ
リ
ア
に
も
春
が
や
っ
て
く
る
の
で
農
作
業

の
労
働
に
か
り
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
作
業
は
一
番
楽
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
の
外
の
仕
事
で
比

較
的
軽
労
働
で
あ
っ
た
し
、
何
よ
り
も
兵
達
が
喜
ん
だ
こ

と
は
、
ソ
連
兵
の
目
を
盗
ん
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ

る
。
特
に
収
穫
期
（
八
月
下
旬
）
の
作
業
は
喜
ば
れ
た
。

し
か
し
こ
の
作
業
期
間
は
短
く
、
割
当
人
数
も
極
め
て
少

な
か
っ
た
。
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労
働
な
ど
に
つ
い
て
、
前
述
の
と
お
り
私
の
任
務
は
主

計
の
仕
事
が
主
な
も
の
で
、
ラ
ー
ゲ
ル
で
は
、
大
隊
本
部

に
ソ
連
側
と
連
絡
を
と
っ
て
一
週
間
に
三
回
位
食
糧
受
領

の
た
め
荷
車
を
引
い
て
二
、
三
人
の
者
を
連
れ
て
近
く
の

ソ
連
軍
の
倉
庫
へ
出
か
け
た
。
炊
事
場
の
管
理
も
私
の
仕

事
で
あ
っ
た
。
帰
国
す
る
ま
で
仕
事
に
変
更
な
く
、
幸
か

不
幸
か
炭
坑
に
は
一
度
も
入
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

強
制
労
働
に
つ
い
て
語
る
資
格
が
な
い
。

ノ
ル
マ
を
達
成
し
な
か
っ
た
時
の
処
分
は
な
か
っ
た
。

ノ
ル
マ
を
達
成
す
る
と
パ
ン
の
増
配
や
ル
ー
ブ
ル
の
支
給

な
ど
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
私
が
内
地
に
帰
っ
て
か
ら

の
、
昭
和
二
十
三
年
に
な
っ
て
収
容
所
内
が
落
ち
着
い
て

か
ら
の
こ
と
と
思
う
。

ど
の
労
役
に
就
く
か
の
基
準
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
ソ

連
側
が
提
示
す
る
労
働
者
の
数
、
種
類
に
よ
っ
て
本
部
が

各
中
隊
長
と
連
絡
を
と
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

本
人
か
ら
の
申
告
よ
り
軍
医
の
判
断
に
よ
っ
て
入
院
ま

た
は
兵
舎
で
そ
の
ま
ま
休
養
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

労
役
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
は
入
院
さ
せ
ら
れ
た
が
、
薬
も

食
物
も
な
く
寝
て
い
る
だ
け
で
、
回
復
し
た
者
は
少
な

い
。作

業
場
へ
の
往
復
の
人
数
の
確
認
は
特
に
厳
重
で
、
何

度
も
数
え
て
い
た
。
ま
た
ラ
ー
ゲ
ル
の
監
視
は
厳
し
く

て
、
通
用
門
、
四
カ
所
の
監
視
塔
に
は
二
十
四
時
間
自
動

小
銃
を
持
っ
た
兵
隊
が
立
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
十
二

月
頃
、
脱
走
し
よ
う
と
し
た
者
一
人
が
射
殺
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

冬
期
の
衣
類
は
、
古
い
も
の
で
あ
っ
た
が
ソ
連
製
の
も

の
が
支
給
さ
れ
た
。
防
寒
帽
、
靴
が
な
け
れ
ば
凍
傷
に
か

か
っ
て
仕
事
に
な
ら
な
い
の
で
、
必
要
最
小
限
の
物
が
与

え
ら
れ
た
。

食
事
は
、
新
京
を
出
発
す
る
時
三
カ
月
分
の
食
糧
を
貨

車
に
積
み
込
ん
だ
が
、
大
豆
が
大
部
分
で
米
は
な
か
っ

た
。
若
干
あ
っ
た
米
・
麦
は
携
行
食
糧
と
し
て
各
自
に
渡

し
て
あ
っ
た
の
で
、
ラ
ー
ゲ
ル
に
到
着
す
る
ま
で
に
食
べ

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
私
達
が
新
京
か
ら
持
っ
て
行
っ
た

食
糧
は
全
部
ソ
連
軍
の
倉
庫
に
納
め
ら
れ
、
厳
重
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
初
一
、
二
年
の
間
は
毎
朝
食
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糧
受
領
に
出
か
け
た
。
倉
庫
に
は
ソ
連
か
ら
の
配
給
物
は

何
も
な
か
っ
た
。
倉
庫
番
の
ソ
連
下
士
官
い
わ
く
「
長
い

間
の
戦
争
で
我
が
国
が
食
糧
不
足
で
困
っ
て
い
る
。
日
本

人
捕
虜
の
食
糧
支
給
規
定
は
こ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
現

物
が
な
い
か
ら
し
よ
う
が
な
い
」
と
。
米
、
肉
、
パ
ン
、

魚
、
油
○
○
グ
ラ
ム
と
、
立
派
な
献
立
が
で
き
る
よ
う
に

記
載
し
た
文
書
を
見
た
。

入
所
し
て
一
カ
月
余
り
は
、
大
豆
が
主
食
で
あ
り
副
食

で
も
あ
っ
た
。
高
粱
や
粟
が
若
干
配
給
さ
れ
る
と
大
豆
と

一
緒
に
入
れ
て
炊
い
て
主
食
の
ご
飯
と
な
る
。
副
食
に

ス
ー
プ
（
塩
味
を
つ
け
た
大
豆
が
十
五
〜
二
十
個
位
入
っ

た
も
の
）、
と
て
も
人
間
の
食
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

消
化
の
悪
い
食
い
物
ば
か
り
で
下
痢
患
者
は
次
第
に
増
え

た
。
黒
パ
ン
の
配
給
も
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（
一
日
三

〇
〇
グ
ラ
ム
位
）、
毎
日
大
豆
ば
か
り
の
食
事
で
は
日
本

人
の
体
力
が
衰
弱
し
て
、
炭
坑
に
入
れ
な
い
者
が
続
出
し

た
。
厳
寒
期
（
十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
）
を
迎
え
る
頃
、

冷
凍
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
野
菜
が
配
給
に
な

り
、
献
立
も
変
化
が
あ
り
皆
が
喜
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
米
、
肉
、
魚
な
ど
は
皆
無
で
、
食
物
の
量
は
少
な

か
っ
た
。
食
事
の
関
係
は
入
所
当
時
よ
り
若
干
よ
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
た
が
、
気
温
が
零
下
四
〇
度
〜
五
〇
度
近
く

に
な
る
と
収
容
所
内
は
全
く
悲
惨
な
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
新
京
の
貨
物
廠
に
米
の
在
庫
が
も
し
あ
っ
た
ら
こ
ん

な
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
て

な
ら
な
か
っ
た
。

発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
り
栄
養
失
調
の
病
人
は
死
ぬ
前
ま

で
食
べ
た
く
て
し
よ
う
が
な
い
ら
し
い
。
死
ぬ
時
は
全
く

苦
し
ま
ず
、
朝
起
き
た
ら
隣
に
寝
て
い
た
戦
友
が
死
ん
で

い
た
話
は
何
度
も
聞
い
た
。
冬
の
零
下
四
〇
度
位
の
真
夜

中
、
炊
事
場
を
私
が
見
回
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
毛
布
を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
し
な

が
ら
ゴ
ミ
の
山
を
漁
っ
て
い
る
痩
せ
衰
え
た
者
が
い
た
。

よ
く
見
て
い
る
と
ど
う
や
ら
食
物
を
探
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
凍
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
芯
と
腐
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

皮
を
手
に
持
っ
て
い
る
哀
れ
な
姿
に
、
ま
さ
に
餓
鬼
道
に

落
ち
た
人
間
を
見
る
思
い
が
し
た
。

休
日
は
一
週
間
に
一
日
与
え
ら
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
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労
働
の
な
い
日
は
雑
役
の
仕
事
が
与
え
ら
れ
、
一
日
中

ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

宿
舎
は
大
部
分
が
私
達
の
手
で
急
造
し
た
倉
庫
の
よ
う

な
も
の
に
小
さ
な
窓
を
つ
け
た
お
粗
末
な
も
の
で
、
暖
房

は
ペ
ー
チ
カ
式
の
も
の
で
、
二
段
ベ
ッ
ド
で
一
人
一
畳
位

の
広
さ
で
あ
っ
た
。

入
所
し
て
か
ら
一
年
位
過
ぎ
、
病
人
も
死
者
も
や
っ
と

少
な
く
な
り
か
け
、
ラ
ー
ゲ
ル
内
が
落
ち
着
い
た
頃
か
ら

民
主
化
教
育
が
行
わ
れ
始
め
た
。
友
の
会
（
会
長

松
原

某
）
が
結
成
さ
れ
、
運
動
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
ま
だ
水

面
下
で
、
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。

ブ
カ
チ
ャ
ー
チ
ャ
の
収
容
所
で
は
、
私
が
ダ
モ
イ
す
る

昭
和
二
十
二
年
九
月
ま
で
は
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、
軍

隊
の
組
織
が
そ
の
ま
ま
働
い
て
い
た
が
、
秋
以
降
に
軍
隊

の
組
織
は
全
体
的
に
解
体
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
抑
留
生
活
を
し
て
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、

何
ら
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
日
本
の
地
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で

き
た
。

半
世
紀
前
の
思
い
出
の
数
々

三
重
県

森

勇

生

一
、
出
生
か
ら
入
隊
ま
で

１

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
五
月
十
五
日
、
三
重
県

久
居
市
庄
田
町
に
て
出
生
。

２

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
、
三
重
県
立
津
中

学
校
を
卒
業
。
そ
の
後
大
阪
逓
信
講
習
所
高
等
科
に

て
通
信
士
の
教
育
を
受
け
、
大
阪
中
央
電
信
局
外
信

課
に
勤
務
す
る
。

二
、
ソ
連
侵
攻
前

１

昭
和
十
八
年
一
月
十
日
、
関
東
軍
要
員
と
し
て
広
島

電
信
第
二
連
隊
に
現
役
と
し
て
入
営
。
同
年
二
月
渡

満
、
満
州
電
信
第
七
連
隊
第
六
中
隊
に
配
属
、
東
安

省
虎
林
市
に
駐
屯
す
る
。

２

昭
和
二
十
年
四
月
、
電
信
第
七
連
隊
の
主
力
が
本
土

に
転
進
し
た
た
め
、
残
留
兵
力
と
転
入
要
員
、
応
召
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